
 
★市内には３つのコミュニティバスがあるよ 

 丸亀・本島・広島の３つのコミュニティバスが
休みなく運行していてたくさんの人が買い物や病
院などいろんなとこに行けるようにしているよ。 

★クルマとバスのいいところを考えよう 

 クルマのいいところ…好きなときにでかけられ
る、たくさん荷物を運ぶことができる など 

 バスのいいところ…クルマや免許を持っていな
くても移動できる、一度にたくさんの人が乗るこ
とができる、交通事故が少ない、交通渋滞や排気
ガスを少なくできる など 

★クルマとバスをうまく使い分けることが大事 

 みんなの力でバスを守ることができるよ。クル
マでの移動を当たり前だと思わず、バスに乗って
行けるときはバスに乗ろうね。 

  

 

★低床・ノンステップ車両を採用 

 乗り降りがしやすいように、床が低くなってい
るね。 

★バスに乗るときはバス停の近くで待ってね 

 バス停にはバス停名、時刻表、その他お知らせ
が掲示されているよ。 
★車椅子、ベビーカーも乗車可能 

 スロープを設置し、運転手が介助するよ。 

 車内には固定する器具があるから安心して乗れ
るね。 

★バスの中では飲食、大声での会話は× 

 ほかのお客さんの迷惑になるから飲食は水分補
給程度に控えて大声での会話はやめようね。 

丸亀市公共交通  
出前授業だより 

 令和７年７月７日（月）飯野小学校３年生を対象にコミュニティバスの出前授業をしました。 
 コミュニティバスにこれまで乗ったことがある子どもは５５人中２６人。普段どのように買い物やおでか
けしているか聞いてみたところ、ほとんどの子どもがクルマと答えました。クルマは好きなときに自由に移
動できる便利な乗り物ですが、バスを利用することによって交通渋滞を減らすことができたり、地球温暖化
の原因とされる排気ガスの排出量を少なくすることができたり、バスには社会全体にとって良いところがた
くさんあることを学びました。 
 クルマで移動することを当たり前だと思わず、クルマとバスのそれぞれのいいところを活用し、うまく使
い分け、みんなの力でみんなのバスを守ってほしいとお話ししました。 
 乗車体験では琴参バスの社員からコミュニティバスの乗車方法や乗車中のマナー、バリアフリーやユニ
バーサルデザインを施した車両について説明を受けた後、実際にバスに乗って学校周辺を走りました。転ば
ないように吊り輪があったり、降車するときは降車ボタンを押して運転手に知らせたり、貸切バスとは異な
るところに関心を寄せていました。 
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子どもたちの感想（抜粋） 

座学の内容（抜粋） 乗車体験の内容（抜粋） 

・バスがなくなったらめんきょをもっていない人がこまるから、バスは大切なのり物ということがわかり 
 ました。これからもバスがのこってほしいとおもいます。 
・クルマとバスにはいいところがいろいろあることがわかりました。バスにのっていろんな所に行きたい 
 と思います。 
・バスとクルマをうまく使い分けることが大事。 
・バスなんてなくてもじてんしゃやクルマで行けると思っていたけれど、バスは人やかんきょうにいいと
いうことが分かりました。 
・毎月１回はバスにのろうと思いました。レオマワールドに行きたいです。 


